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１
月
７
日
（
日
）、
令
和
６
年
揖
斐
川
町
二
十
歳

の
集
い
が
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
対
象
者
は
１
９
２
人
で
、
そ
の
中
の
８
人
が
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
記
念
品
の
作
成
な
ど
昨
年
９
月

か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
今
年
の
式
典
テ
ー

マ
『
感
謝
～
未
来
へ
の
前
進
～
』
は
今
ま
で
支
え
て

き
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
、
こ
の
式
典
を
通
し
て
未

来
へ
前
進
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
を
決

め
、
一
生
に
一
度
の
記
念
と
な
る
二
十
歳
の
集
い
を

企
画
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、実
行
委
員
長
の
山
下
壱
心
さ
ん
が「
式

を
契
機
に
決
意
を
も
ち
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

に
ふ
さ
わ
し
い
式
典
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
開
会
の
こ

と
ば
を
述
べ
、
実
行
委
員
の
渡
邉
陸
斗
さ
ん
が
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
学
生
生
活
で
は
今
ま
で

の
常
識
が
通
用
し
な
く
な
り
、
新
た
な
形
を
見
出
す

こ
と
に
な
っ
た
。（
中
略
）
こ
れ
ま
で
の
人
生
、
関

わ
っ
た
様
々
な
方
へ
感
謝
を
伝
え
、
こ
れ
か
ら
も
社

会
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
先
に
向
け
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
誓
い
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
３
年
生
の
立
志
式

で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
た
作
文
を
開
封
し
、
恩

師
の
先
生
方
か
ら
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
来
年
二
十
歳
を
迎
え
る
５
人
も
19
歳
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
式
典
の
進
行
補
助
で
活
躍

し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
再
会
を
し
た
仲
間
や
先

生
と
、
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
現
状
の
報
告
を
す
る

な
ど
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

テーマテーマ『感謝～未来への前進～』『感謝～未来への前進～』

開式のことば

作文朗読

タイムカプセル開封

恩師からのメッセージ

記念品贈呈

誓いのことば閉式のことば

～次世代を担う揖斐川町の若者が、仲間と共に喜びと志を胸に～

揖斐川町二十歳の集い開催令和6年
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二十歳の皆さまが志を高くもたれ、今後益々ご活躍されることを祈念します。

企画・運営を行った
実行委員会の皆さんです

揖斐川町二十歳の集い開催
今月の
特集

委　員　山
やま
下
した
　壱
いっ
心
しん
さん（揖斐川）　戸

と
井
い
　都

み
彩
いろ
さん（北和）

　　　　若
わか
原
はら
　琴
こと
音
ね
さん（揖斐川）　高

たか
垣
がき
優
ゆう
次
じ
郎
ろう
さん（北和）

　　　　渡
わた
邉
なべ
　陸
りく
斗
と
さん（揖斐川）　阿

あ
蘓
そ
　　諒

まこと
さん（谷汲）

　　　　岩
いわ
井
い
　翔
しょう
吾
ご
さん（揖斐川）　國

くに
枝
えだ
　蒼
あお
生
い
さん（谷汲）

ご協力ありがとうございました。
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１
月
15
日（
月
）
か
ら
22
日（
月
）
ま
で
、

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
石
川
県
輪
島
市

へ
職
員
を
派
遣
し
、
避
難
所
支
援
業
務
を
行

い
ま
し
た
。

12
月
４
日（
月
）、
高
山
市
内
の
ホ
テ
ル
ア

ソ
シ
ア
高
山
リ
ゾ
ー
ト
の
県
産
品
を
使
っ
た

新
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
会
が
、
名
古
屋
市
内
の

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
食
会
に
は
、
岐
阜
県
の
古
田
知
事
を
は

じ
め
、
岡
部
町
長
や
関
係
者
な
ど
14
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
の
新
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

揖
斐
川
町
春
日
地
域
で
採
れ
た
薬
草
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ「
ぎ
ふ
コ
ー
ラ
」
が
提
供

さ
れ
て
お
り
、
岡
部
町
長
は
、
伊
吹
薬
草
や

ぎ
ふ
コ
ー
ラ
の
魅
力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
お
い
て
、
積

極
的
に
揖
斐
川
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

11
月
27
日（
月
）、
木
曽
川
上
流
河
川
事
務

所
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
揖
斐
川
に
あ

る
排
水
樋
管
の
適
正
な
管
理
・
操
作
に
従
事

し
た
と
し
て
、
大
和
排
水
樋
管
管
理
人
の
上う

え

田だ

貢こ
う

也や

さ
ん（
房
島
）
に
、同
事
務
所
板
垣
所

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

樋
管
と
は
、
水
路
に
集
ま
っ
た
雨
水
が
揖

斐
川
に
合
流
す
る
際
に
通
る
堤
防
内
に
あ
る

水
路
の
こ
と
で
、町
内
７
か
所
に
あ
り
ま
す
。

大
雨
な
ど
で
揖
斐
川
が
増
水
し
た
場
合
、
水

路
へ
の
逆
流
を
防
ぐ
ゲ
ー
ト
の
点
検
や
操
作

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
人
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

排
水
樋
管
の
管
理
に
永
年
従
事
さ
れ
た

と
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ

職
員
を
派
遣
し
ま
し
た

～
岡
部
町
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
～

薬
草
文
化
の
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ

▲表彰を受けた上田さん（前列左）、板垣所長（前列右）

▲古田肇知事（左）・岡部町長（右）

あ
た
た
か
い
善
意

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

12
月
11
日（
月
）、
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
岐
阜
支
社
よ
り
、
健
康
増
進
事
業
推

進
の
た
め
に
、
寄
附
金
50
万
３
千
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

12
月
26
日（
火
）、
ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜

か
ら
、
施
設
利
用
者
や
そ
の
保
護
者
、
職
員

で
制
作
さ
れ
た
門
松
を
、
役
場
庁
舎
の
正
月

飾
り
と
し
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「令和６年能登半島地震災害義援金」
募金箱を設置しています

■設置期間　令和６年 12 月 27 日（金）まで
■設置場所　揖斐川町役場、各振興事務所
　　　　　　地域交流センターはなもも
　　　　　　揖斐川町社会福祉協議会本部
　　　　　　および揖斐川支所
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◆岐阜県知事表彰
◇永年勤続功労章…………………１人
団　　員　　高橋　正二（坂内）

◇勤続功労章………………………３人
副 団 長　　長柄　秀幸（本部）
副 団 長　　岩間　利治（本部）
分 団 長　　河合　賢作（名礼）

◇功労章……………………………11人
副 団 長　　亀井　　明（本部）
分 団 長　　松永　　誠（大深）
分 団 長　　若原雄一朗（清水）
分 団 長　　渡邊　真司（北方）
分 団 長　　粟野　一晃（徳積）
分 団 長　　島岡　辰夫（揖斐）
副分団長　　渡邉　哲宣（小島）
副分団長　　平塚　慎治（𦙾永）
部　　長　　川村　拓也（中央）
部　　長　　藤田　慎弥（小島）
部　　長　　國枝　利博（坂下）

◇消防団員優秀家族賞……………５人

◆岐阜県消防協会長表彰
自治体消防75周年記念大会特別感謝状
◇永年勤続【35年以上】……………２人
団　　長　　野原　　徹（本部）
分 団 長　　白川　春樹（美束）

◇勤労章【20年】……………………８人
分 団 長　　高橋　和弥（久瀬南部）
部　　長　　戸田　裕二（小島）
団　　員　　杉本　慎治（久瀬南部）
団　　員　　所　　尊綱（六合）
団　　員　　森　　範行（六合）
団　　員　　加納　和貴（本部員）
団　　員　　國枝　将弘（坂上）
団　　員　　髙橋　康弘（本部員）

◇勤労章【15年】……………………14人
副分団長　　森本　栄二（北方）
副分団長　　横幕　真樹（大和）
副分団長　　林　　泰孝（揖斐）
副分団長　　森本　利克（横蔵）
部　　長　　高橋　宗宏（𦙾永）
部　　長　　野原　悠平（本部員）
班　　長　　藤原伸太郎（中央）
班　　長　　青木　貴嗣（徳積）
班　　長　　国枝　晃臣（坂下）
班　　長　　小椋　秀樹（坂下）
班　　長　　野原　祐二（本部員）
団　　員　　石原　明紀（坂上）
団　　員　　小寺　　徹（中央）
団　　員　　小倉　栄次（久瀬）

◇功績章……………………………13人

◆揖斐郡消防協会長表彰
◇功労章……………………………８人
◇勤労章……………………………19人
◇功績章……………………………14人

◆町長表彰
◇町長特別功労章…………………17人
部　　長　　牧村　　成（北方）
部　　長　　宗宮　哲也（大和）
部　　長　　若山　　貢（名礼）
部　　長　　林　　幸弘（北方）
部　　長　　牧村　高尚（𦙾永）
班　　長　　堀口　嘉也（小島）
班　　長　　神原　光実（横蔵）
班　　長　　駒月　俊人（小島）
団　　員　　土屋　　正（久瀬）
団　　員　　井上　一幸（大深）
団　　員　　北野　　剛（徳積）
団　　員　　山田　一朗（大深）
団　　員　　鳥越　　明（坂上）
団　　員　　藤原　拓也（中央）
団　　員　　森　　浩幸（六合）
団　　員　　増元　恭平（久瀬）
団　　員　　寺澤　昭司（本部員）

◇功労章（消防団）…………………21人

◆団長表彰…………………………19人

消 防 功 労 者 表 彰 【順不同・敬称略】

令
和
６
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
、

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

１
月
７
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
令
和
６
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
関
係
者
約
５
０
０
人
が
集

ま
っ
た
出
初
式
で
は
、
分
列
行
進
や
観
閲
、

機
械
器
具
点
検
が
披
露
さ
れ
、
防
火
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
団
長
訓
示
の
ほ
か
、
功
労
者

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）▲式典の様子

日　時 ３月９日（土）　１３：００  ～ １６：００
４月６日（土）　１３：００  ～ １６：００

内　容 １２：３０より受付を開始します。（予約不要）
各参加団体より順番に説明を実施します。

場　所 岐阜県大垣市林町５－ 18　光和ビル　４階会議室
（大垣駅北口より徒歩１分）

参加団体（予定） ・岐阜県庁（３月のみ参加）　・大垣市役所（４月のみ参加）
・大垣消防組合　・大垣警察署　・自衛隊大垣地域事務所

※１　安全面を配慮しながら開催しますが、状況により延期および内容の変更をする場合があります。
※２　お問い合せ「自衛隊岐阜地方協力本部大垣地域事務所」大垣市林町 5-18 光和ビル 2階
　　　℡ 0584-73-1150

公務員合同説明会案内
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大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
開
催
の
パ
リ
五
輪
の
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ

ロ
ー
ム
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
で
代
表
に
内
定
し

て
い
る
田
中
雄
己
選
手
が
表
敬
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

☆
揖
斐
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日　

時　

２
月
４
日（
日
）
９
時
～　

■
場　

所　

揖
斐
小
学
校
体
育
館
２
階

■
持
ち
物　

 

水
分
、
タ
オ
ル
、
運
動
が
で
き

る
服
装
、
上
靴

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会❖�第76回中部日本高等学校演劇大会　出場

　岐阜農林高校演劇部　所属
　金
かな

森
もり

　士
し

受
ず

伯
く

さん（３年）

❖�第46回岐阜県U12バスケットボール大会　
出場
　揖斐ミニバスケットボール少年団
　男子　14名

❖�第56回岐阜県少年サッカー選手権大会　
出場
　池田フットボールクラブ　所属
　亀
かめ

井
い

　滉
こう

生
せい

さん（小島小学校６年）
　藤
ふじ

原
はら

　裕
ゆう

也
や

さん（小島小学校６年）
　安
やす

田
だ

　圭
けい

杜
と

さん（小島小学校６年）

❖�第46回岐阜県U12バスケットボール大会　
出場
　揖斐ミニバスケットボール少年団
　女子　16名

❖�シーシーアイカップ
　第４回岐阜県U-9サッカー大会　出場
　メジェール岐阜瑞穂FC　所属
　久

く

保
ぼ

田
た

　瑛
えい

太
た

さん（揖斐小学校３年）

❖�JFA第29回全日本U-15フットサル
　選手権大会　出場
　翼SCレインボー垂井　所属
　髙
たか

田
だ

　時
じ

歩
ぶ

輝
ら

さん（揖斐川中学校３年）

❖�第49回全日本高等学校選抜
　ソフトテニス大会　出場
　岡崎城西高校ソフトテニス部�所属
　國

くに

枝
えだ

　咲
さく

花
ら

さん（岡崎城西高校１年）

❖�第46回岐阜県U12バスケットボール
大会　出場
　大野ミニバスケットボール少年団所属
松
まつ

浦
うら

　聖
せい

弥
や

さん（小島小学校４年）
松
まつ

浦
うら

　健
けん

心
しん

さん（小島小学校２年）

【お詫びと訂正】
　広報１月号で掲載された「いびがわマラソン2023
　完走された揖斐川町の皆さん」の中に掲載漏れ
がありました。お詫びして訂正いたします。未掲載は
以下の方たちです。（敬称略）

　①高橋 隆太郎　②安藤 大明　③高田 健
　④松久 康弘　　⑤太田 賢司　⑥富田 純也
　⑦小寺 瑛大　　⑧成瀬 慎司　⑨細野 真

▲田中雄己選手（左）

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

パ
リ
五
輪
カ
ヌ
ー
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

代
表
の
田た

中な
か

雄ゆ
う

己き

選
手
が
表
敬
訪
問
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令和５年度　あったかい言葉・標語　50撰
揖斐川町青少年育成町民会議の取り組みで、小・中学生、高校生、一般の方にあったかい言葉と標語作

品の募集をしました。
応募総数1,656作品の中から50作品を選出しましたので、複数回に分けて紹介していきます。
今回は、小学生が作成した作品を紹介します。

揖斐小学校
１年 しみず あきよし さん

「よくがんばったね、ありがとう、おつかれさま」
ぼくはしょうわまちでしょうがくせいがひとりなのでラジオたいそうリーダーを
して、まえでたいそうをしてはんこをみんなにおしたらきんじょのひとに「よく
がんばったね。ありがとう。おつかれさま。」といわれてうれしかったです。

北方小学校
１年 こばやし まなみ さん

「おかえり」
はじめてのしょうがっこう。どきどきしたけれど、おかえりといってぎゅっとし
てくれたことがうれしかったです。

清水小学校
１年 たけくま さき さん

「ありがとう」
コロナになったときにアイスノンをもっていったらママとおねえちゃんにありが
とうといってもらえました。わたしはできることをしただけだからうれしかった
です。

谷汲小学校
１年 みやもと れい さん

「おいしいよ」
ぼくがつくったぎょうざをたべたときぱぱがおいしいよといってくれて、あった
かくなりました。

大和小学校
2 年 春

はる
山
やま
 あんな さん

「たすかったよ」
わたしがやさいを切る手つだいをしたとき、おかあさんが、「たすかったよ。あり
がとね。」と言ってくれて、また手つだいをやりたくなりました。

谷汲小学校
2 年 高

たか
橋
はし
 悠
ひろ
斗
と
 さん

「じょうずになったね」
お父さんとおふろに入った時、頭をあらうのじょうずだねと言ってくれて、あっ
たかくなりました。

揖斐小学校
2 年 中

なか
村
むら
 こう さん

「きれいになったね」
ぼくは、まいあさげんかんそうじをします。おばあちゃんが「とてもきれいになっ
たね。」と、ほめてくれました。

小島小学校
2 年 小

こ
林
ばやし
 なお さん

「たすかったよ ありがとう」
わたしが、せんたくものをたたんだら、おかあさんが「たすかったよ、ありがとう。」
と言ってくれたので、あったかくなりました。

大和小学校
3 年 宗

そう
宮
みや
 伊
い
知
ち
香
か
 さん

「ありがとう」
私が遊びに行く時、道をわたりたい時に車が止まってくれるのでとてもうれしかっ
たです。安心して道をわたることができます。止まってくれてありがとうござい
ます。

北方小学校
3 年 松

まつ
本
もと
 優
ゆう
真
ま
 さん

「大じょうぶがんばれ」「すごい」
ぼくは泳げませんでした。体育で先生に「大じょうぶ、がんばれ」っておうえん
してもらって少し泳げるようになりました。そしたら「すごい」ってたくさんほ
めてもらえてうれしかったです。もっとがんばりたいと思います。

小島小学校
3 年 坂

さか
口
ぐち
 愛
い
織
おり
 さん

「ありがとう」
わたしは、いつもりょうりのお手つだいをすると、お母さんが、「ありがとう」と
いってくれます。そう言ってくれるとうれしいのでわたしは、お手つだいをする
のが多くなりました。

養基小学校
3 年 遠

えん
藤
どう
 琴
こと
美
み
 さん

「あいさつはそんをすることはない」
お父さんがいつも言う言葉に「あいさつはそんをしない」がある。あいさつをさ
れるといやな気持ちになる人はいない。みんながえ顔になれるからこれからもい
つでもだれにでもあいさつをしたいと思う。

養基小学校
4 年 平

ひら
野
の
 優
ゆう
 さん

「おうちの薬局」
うちに薬屋さんが来ました。弟が、薬箱のことを「これなに。」と聞くと薬屋さん
が「これは、おうちの薬局だよ。」と言ったので、わたしも安心しました。わたしは、
薬屋さんのおかけで毎日楽しく生活ができるのであたたかい気持ちになりました。

揖斐小学校
4 年 細

ほそ
野
の
 珠
しゅ
可
か
 さん

「暑かったね」
私が夏、学校から帰ってきた時、いつもおばあちゃんは、「暑かったね」と言ってくれます。
おじいちゃんは、「アイス食べる？」と言ってくれます。私は、心配してくれていって
くれているのだろうなと思うとうれしいです。わたしも他の人にやさしくしたいです。
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11
月
25
日（
土
）、
谷
汲
サ
ン
サ
ン

ホ
ー
ル
で
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
青
少

年
育
成
町
民
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
議

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方
、
お
よ
び
青
少

年
関
係
団
体
な
ど
約
２
１
０
名
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は「
家
庭
の

日
」
啓
発
図
画
・
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
・
標
語
作
品
の
各
入
賞
者
表
彰
の

ほ
か
、
青
少
年
育
成
推
進
員
に
よ
る
町

民
会
議
の
活
動
経
過
報
告
、
小
学
生
県

外
派
遣
団
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
に
は
揖
斐
高
等
学
校

の
生
徒
７
名
が
司
会
進
行
や
ス
テ
ー
ジ

転
換
、
運
営
補
助
な
ど
を
担
い
ま
し
た
。

今
後
も
青
少
年
の
育
成
を
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

谷汲小学校
4 年 高

たか
間
ま
 陽
はる
弘
ひろ
 さん

「お帰り」
下校する時、バスに乗ると運転手さんが「お帰り」と声をかけてくれた。その言
葉を聞いて、今日１日がんばったなぁと思ったし、気持ちがホッとしました。

北方小学校
4 年 増

ます
元
もと
 溪
けい
人
と
 さん

「おさきにどうぞ」
歯みがきの時、同じクラスの子が「おさきにどうぞ」とぼくに水道をゆずってく
れました。ぼくも、その子みたいに「おさきにどうぞ」と言ってみたいです。

北方小学校
5 年 春

はる
口
ぐち
 野
や
衣
え
 さん

「今日も元気にいってらっしゃい！」
私がいつも登校する時、散歩をしている近所のおじさんが、「今日も、元気にいっ
てらっしゃい！」とあいさつしてくれます。学校に行きたくない日でも、おじさ
んのあいさつを聞くと元気が出て良い気持ちで学校に行けます。

清水小学校
5 年 宮

みや
島
じま
 百
もも
花
か
 さん

「ありがとう」
1 年生がこまっていて、「どうしたの、だいじょうぶ。」と言って助けてあげました。

「ありがとう」と言ってもらえてうれしかったです。人がこまっているときは助け
てあげようと思いました。

小島小学校
5 年 髙

たか
田
だ
 恋
れん
花
か
 さん

「おかえり、お疲れ様」
私のお母さんは、水泳の練習から帰ると必ずそう言ってむかえてくれます。疲れ
ていてもつらくても、大切な家族が言ってくれる言葉は私を元気にしてくれます。
この一言が人の心を温かくしきずなを深める言葉だと感じています。

養基小学校
5 年 林

はやし
 由
ゆい
翔
と
 さん

休み時間に一人で遊んでる子がいました。そこに一人の子が「〇〇さんいっしょ
に遊ぼう」と、声をかけていました。なんてことない言葉だけど、その子はうれ
しそうに友達の輪に入ったのを見てぼくもうれしくなりました。

揖斐小学校
6 年 伊

い
藤
とう
 総
そう
志
し
 さん

「いっしょうけんめい練習したから泣けるくらいくやしいんだよ」
ぼくが、空手の大会で負けて、くやしくて泣いていたとき同じ道場の友達がたく
さんはげましてくれました。その中でも先ぱいが「いっしょうけんめい練習して
きたから泣けるくらいくやしいんだよ」と言ってくれたことがうれしかったです。

養基小学校
6 年 久

く
保
ぼ
田
た
 丈
たけ る
尊 さん

「いってらっしゃい」
ぼくが朝、学校に行く時、お母さんは毎日必ず外に出てぼくを見送ってくれます。
そして、ぼくの姿が見えなくなるまでずっと、「いってらっしゃい」と何度も言い
ます。雨の日も雪の日も必ずです。ぼくは、それでホッとして登校できます。

谷汲小学校
6 年 浅

あさ
野
の
 美
み
月
づき
 さん

「いってらっしゃい」
私が小さなころ、おじいちゃんは「いってらっしゃい」とえがおで言ってくれました。
私は元気に学校に行けれていましたが、亡くなって次の日、あのやさしくて元気なえが
おと声が聞けなくて、悲しかった。大切な人からの言葉は、大事なんだな。と思った。

谷汲小学校
6 年 川

かわ
瀬
せ
 蓮
れん
香
か
 さん

「おやすみ」　　私が夜ねるとき、お母さんやお父さんは毎日「おやすみ」といっ
てくれる。私も大きな声で「おやすみ！」と返す。あたりまえのことかもしれな
いけど、親がいない時にだれもおやすみと声をかけてくれないと、なにかさびし
く感じる。「おやすみ」はきっと、安心してねむれるまほうの言葉だと思う。

揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
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揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）

代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
E - m a i l：tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：毎週月曜日、図書整理日（３月１日）
　　　　　　祝日の翌日等（２月 13 日、27 日）

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

KAPLA検定にちょうせん！
きめられた作品を作って、９級から２段までの

検定にちょうせんしよう！
▶日時　毎週土曜日　13:00 ～

おはなし会
▶日時　2 月 3 日（土）10:30 ～
　　　　※会場：はなもも 

【いびがわ図書館】
▶日時　2月17日（土）10:30～
　　　　2月24日（土）10:30～

テーマ展示テーマ展示　難病図書フェア　難病図書フェア

昭和63年に杉山茂夫様から久瀬小学校への教育の
ために寄附金をいただきました。昨年からその寄附金
をご遺族の意向で町立図書館の本の購入に使わせてい
ただいています。
今年は513冊購入をし、昨年と合わせると1079
冊になります。
いびがわ図書館では、「杉山文庫」として、たくさ
んの方々に読んでいただいています。

日時：令和６年２月３日（土）～３月17日（日）

場所：いびがわ図書館２階

1977年から2011年まで発刊された月刊「西美濃わが街」を展示します。西濃地域の歴
史や文化を取り扱うタウン誌「西美濃わが街」には、揖斐川町に関する記事も多く載っていま
す。あなたのまだ知らない揖斐川町の人、歴史、文化などを知ることができるかもしれません。
ぜひお越しください。

寄附金購入図書について

臨時休館のお知らせ臨時休館のお知らせ
日時：２月28日（水）、２月29日（木）

　システム入替のため、町立図書館３館は臨時
休館いたします。
　恐れ入りますが、ご理解ご協力のほどよろしく
お願いいたします。

　期間：２月17日（土）～３月10日（日）
　場所：いびがわ図書館1階

　世界希少・難治性疾患の日に合わせて関連図
書を展示します。

特別展示特別展示
タウン誌『西美濃わが街』で揖斐川町を発掘するタウン誌『西美濃わが街』で揖斐川町を発掘する
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

揖斐川
揖斐川町上南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　毎月第２・第４水曜日
　各幼児園にお問い合せください。
◎揖斐幼稚園の開放日
　2月14日（水）
　直接幼稚園へお申込みください。
　℡22-6008（当日可）

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　http://www.ibi ‐ youchien.ed.jphttp://www.ibi ‐ youchien.ed.jp

２月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）
日 月 火 水 木 金 土

1
ベビーマッサージ

2
豆まき

3

4 5 6
出前保育
（清水公民館）

7 8
歯科指導

9 10

11
建国記念日建国記念日

12
振替休日振替休日

13 14 15 16 17
開館日

18 19
年齢別交流
りんごグループ

20
年齢別交流
いちごグループ

21
年齢別交流
さくらんぼグループ

22 23
天皇誕生日天皇誕生日

24

25 26
親子体操

27 28
年齢別交流　　
ひよこグループ

28
リコーダー演奏会
誕生会

子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）に関するあらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。
◎育児相談は毎日、子育て支援センターで直接受け付けています。
◎行事など変更、中止になる場合がありますので、事前にお問い合せください。

りんごグループ（2020.4.2生～2021.4.1生）	
	いちごグループ（2021.4.2生～2022.4.1生）
さくらんぼグループ（2022.4.2生～2023.4.1生）	
ひよこグループ（2023.4.2生～現在）	

「2月の年齢別交流」「2月の年齢別交流」 同じ年に生まれたお子さんと親さんの交流の時間です

「おひなさま制作」
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

  

　周囲には分かりにくい「感覚過敏」。わがまま、我慢や努力が足り
ないなど誤解されてしまうこともあります。子どもが感じている辛さ
や困難さに気づき、寄り添うにはどうしたらいいのか考えていきま
しょう。
　感覚過敏とは、光や音など特定の刺激を過剰に強く感じてしまう状態のことを言います。多くの人が気にも留めな
いわずかな刺激が気になったり、苦痛に感じるほど過剰に反応してしまったりするため、日常生活にさまざまな困難
が生じやすくなります。視覚と聴覚など複数の感覚に敏感さがある子も多く、また感覚過敏のある子は同時に刺激へ
の反応が鈍い感覚鈍麻を併せ持つこともあります。発達障がいの中でも自閉症スペクトラム症（ASD）の子に感覚過
敏が併存するケースは多く見られますが、感覚過敏のある子がみんな発達障がいであるわけではありません。どんな
状況でどんな姿を見せるかよく観察し把握しておくことが大切です。お子さんの様子が心配だと思われる時は気軽に
ご相談ください。

お問い合せ・相談は、いびがわアップル（℡23-1139）まで

子育てちゃんねる

�

～
お
じ
ま
幼
児
園
～

「
こ
ん
な
は
こ
、も
っ
て
き
た
よ
！
」「
き
ょ
う
は
な
に
を
つ
く

ろ
う
か
な
ぁ
？
」朝
、子
ど
も
達
が
登
園
し
て
く
る
と
、こ
ん
な
会

話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
家
に
あ
る
空
き
箱
な
ど
の
廃
材
を
園

に
持
っ
て
き
て
、
友
達
や
保
育
士
と
一
緒
に
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

し
た
物
を
作
っ
て
は
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

室
内
遊
び
を
す
る
中
で
、
自
分
た
ち
の
欲
し
い
も
の
、
必
要
な

物
を
考
え
て
形
に
し
よ
う
と
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
素
材
に
触
れ
て
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

特
に
秋
頃
か
ら
は
、
自
然
物
も
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ド

ン
グ
リ
転
が
し
や
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
け
ん
玉
な
ど
を
作
っ
て

楽
し
み
ま
し
た
。
ド
ン
グ
リ
転
が
し
で
は
、
通
り
道
の
角
度
に

よ
っ
て
ド
ン
グ
リ
が
転
が
り
落
ち
る
ス
ピ
ー
ド
の
変
化
に
気
づ

い
た
り
、
ゴ
ー
ル
に
缶
を
置
き
、
い
い
音
が
鳴
る
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
考
え
、
高
さ
の
調
節
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も

達
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、５
歳
児
は
グ
ル
ー
プ
毎
に

ど
ん
な
物
を
作
り
た
い
か
相
談
し
、

設
計
図
を
作
っ
た
り
、
考
え
を
出
し

合
っ
た
り
し
て
、
工
夫
し
な
が
ら
遊

び
を
進
め
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
劇
遊
び
で
使
う
自
分

の
小
道
具
を
作
っ
た
り
、
お
店
屋
さ

ん
ご
っ
こ
な
ど
の
ご
っ
こ
遊
び
で

使
う
品
物
を
考
え
て
作
っ
た
り
と
、

日
々
の
活
動
の
中
で
子
ど
も
達
の
遊

び
が
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
達
の
ア
イ

デ
ア
や
工
夫
を
認
め
、
尊
重
し
な
が

ら
、
自
分
た
ち
で
作
り
出
し
て
い
く

楽
し
さ
が
味
わ
え
る
よ
う
に
、
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西濃学園・揖斐川中学校・揖斐高等学校生徒さんとの交流西濃学園・揖斐川中学校・揖斐高等学校生徒さんとの交流
～おにいさん、おねえさんと遊んだよ～～おにいさん、おねえさんと遊んだよ～

　揖斐川中学校３年の生徒さんと“乳幼児ふれあい体験”を行いました。お家の人と離れて、泣いている子もいまし　揖斐川中学校３年の生徒さんと“乳幼児ふれあい体験”を行いました。お家の人と離れて、泣いている子もいまし
たが、思いっきり遊んでもらえたことで笑顔になる子もいました。手作りおもちゃで遊ぶ姿や、泣く子を抱っこしたが、思いっきり遊んでもらえたことで笑顔になる子もいました。手作りおもちゃで遊ぶ姿や、泣く子を抱っこし
てあやす姿など、生徒さんの一生懸命な姿をたくさん見ることができてあやす姿など、生徒さんの一生懸命な姿をたくさん見ることができ
ました。「家族以外に我が子を可愛がってくれる人がいて、嬉しかっました。「家族以外に我が子を可愛がってくれる人がいて、嬉しかっ
たです！」と話されるお母さんもいました。生徒さんだけでなく利用たです！」と話されるお母さんもいました。生徒さんだけでなく利用
者親子にとっても貴重な体験となりました。者親子にとっても貴重な体験となりました。

～感覚過敏って？～

触れ合い体験～揖斐川中学校～

ミニクリスマス会～揖斐高等学校～

クッキーづくり～西濃学園～ 寝たよ～♪
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令和５年第６回揖斐川町議会定例会が、12月１日から８日までの８日間の会期で開催されました。
初日には、町長から条例案件６件、予算案件５件、その他案件12件の計23案件が提出され、提案説明
が行われました。このうち３案件が可決・同意され、残りの20議案の審査は各常任委員会に付託されま
した。
４日には総務文教および民生建設の各常任委員会が開催され、付託された議案の審査が行われました。
７日の本会議では、７名の議員が一般質問を行いました。
８日の定例会最終日の本会議には、付託された20議案の審査結果が各委員長から報告され、採決の
結果いずれも原案のとおり可決されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

第６回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
用
語
の
定
義
の
追

加
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上

げ
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
を

引
き
上
げ
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
５
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
職
員
の
俸
給
月
額
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
の
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

企
業
用
地
造
成
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
経

理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
揖
斐

川
町
企
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
を
追

加
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
６
年
１
月
か

ら
出
産
被
保
険
者
に
係
る
産
前
産
後
期
間

の
所
得
割
保
険
税
お
よ
び
被
保
険
者
均
等

割
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
創
設
さ
れ
た
た

め
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）

人
事
院
勧
告
お
よ
び
人
事
異
動
に
よ
る
人

件
費
の
補
正
、
台
風
７
号
に
よ
り
被
災
し

た
農
地
、
林
道
、
土
木
施
設
の
災
害
復
旧

工
事
な
ど
、
総
額
７
億
４
，
１
７
０
万
円

を
増
額
す
る
補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

被
保
険
者
療
養
給
付
費
や
産
前
産
後
期
間

保
険
税
軽
減
措
置
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修

な
ど
、
５
，
９
４
７
万
円
を
増
額
す
る
補



13 Public Information IBIGAWA  2024. 2

松
浦　

武
正
さ
ん

杉
山　

幸
広
さ
ん

杉
山　

礼
蔵
さ
ん

杉
山　
　

豊
さ
ん

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
𦙾
永
駅
前
活
性
化
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　
　
　

い
び
わ
ん
す
と

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

ド
ル
フ
ィ
ン
・
西
濃
建
設

　
　
　
　
　
　

共
同
事
業
体

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
貝
月
森
林
総
合
利
用
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

西
濃
建
設
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
藤
橋
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
施
設
、
揖
斐
川
町
藤
橋
産
業
振

興
施
設
、
揖
斐
川
町
藤
橋
農
山
漁
村
活
性

化
定
住
圏
創
造
施
設
及
び
揖
斐
川
町
交
流

正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
企
業
用
地
造
成
事

業
特
別
会
計
予
算

企
業
用
地
と
し
て
取
得
・
造
成
予
定
用
地

の
測
量
設
計
費
な
ど
、
総
額
１
，
５
２
０

万
円
の
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

配
水
流
量
の
増
加
に
伴
う
動
力
費
の
増
、

水
質
検
査
項
目
の
追
加
、
給
水
管
の
漏
水

修
繕
の
増
な
ど
、
総
額
１
，
０
５
６
万

５
，
０
０
０
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

谷
汲
農
集
管
路
修
繕
お
よ
び
職
員
給
与
改

定
に
伴
う
人
件
費
の
増
な
ど
、
総
額

５
０
０
万
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

○
揖
斐
川
町
横
蔵
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

仲
井　

博
信
さ
ん

仲
井　

敏
人
さ
ん

森
本　

勝
広
さ
ん

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

西
濃
建
設
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
総
合
営
農
指
導
拠
点
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

い
び
川
農
業
協
同
組
合

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
粕
川
ふ
れ
あ
い
市
場
生
産
物
直

売
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

�

Ｄ
ｏ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
久
瀬
温
泉
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定

指
定
管
理
者　

西
濃
建
設
株
式
会
社

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
坂
内
産
地
形
成
促
進
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
久
保
田
工
務
店

指
定
の
期
間　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

い
び
が
わ
診
療
所
内
視
鏡
購
入
事
業

契
約
金
額　
　

１
１
８
１
万
４
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方　
（
株
）
三
輪
器
械

○
訴
え
の
提
起

業
務
上
横
領
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
元

職
員
に
対
し
、
損
害
賠
償
請
求
を
提
起
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
広
域
連
合
規
約
の
変
更

老
人
福
祉
施
設
尚
和
園
の
民
間
譲
渡
に
伴

う
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

本
会
議
で
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
９
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
４
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
揖
斐
川
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ　

今
回
の
改
正
で
個
人
番
号
の
利
用
の
範

囲
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

個
人
番
号
利
用
事
務
の
追
加
な
ど
に
要

す
る
期
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
に
法
律
が

改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
用
語
の
追
加
等

を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
個
人
番
号
利
用

事
務
の
範
囲
な
ど
の
変
更
は
な
い
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
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ら
、
早
期
の
道
路
改
良
が
望
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
冠
山
峠
道
路
の
開
通
に
合

わ
せ
、
本
道
路
の
管
理
者
で
あ
る
岐
阜
県
揖

斐
土
木
事
務
所
に
よ
り
、
法
面
対
策
工
事
が

実
施
さ
れ
、
令
和
４
年
度
末
に
は
、
雨
量
に

よ
る
異
常
気
象
時
通
行
規
制
区
間
が
解
消
さ

れ
た
。

福
井
県
と
の「
ひ
と
」
や「
も
の
」
の
交
流

を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
線
形
不
良
区
間
の

道
路
改
良
は
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
国
や
県
に
強
く
要
望
し

た
い
。

衣
斐　
良
治 

議
員

新
築
住
宅
建
設
等
奨
励
金
の
増
額
に
つ
い
て

　

物
価
高
騰
に
よ
り
住
宅
の
建
設
費
が
高
く

な
る
中
、
移
住
定
住
対
策
、
物
価
高
騰
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
新
築
住
宅
建
設
等
奨
励
金

を
増
額
し
て
は
。

町 

長
当
制
度
は
、
定
住
促
進
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅
を
新
築（
購
入
）

さ
れ
る
方
に
最
大
60
万
円
を
交
付
す
る
制
度

で
、
毎
年
30
件
近
い
実
績
が
あ
る
。

物
価
高
騰
に
よ
る
奨
励
金
増
額
の
提
案
で

あ
る
が
、
物
価
高
騰
の
影
響
は
、
新
築
住
宅

に
と
ど
ま
ら
ず
、
増
改
築
や
補
修
・
修
繕
な

ど
住
宅
関
係
だ
け
で
も
多
岐
に
わ
た
り
、
住

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。らせします。

質問の全文は
こちらから
ご覧ください。

※公式の会議録ではありません。

衣
斐　
良
治 

議
員

横
山
ダ
ム
か
ら
徳
山
ダ
ム
ま
で
の
国
道

４
１
７
号
道
路
整
備
促
進
に
つ
い
て

11
月
に
開
通
し
た
冠
山
峠
道
路（
ク
ラ
ウ

ン
ロ
ー
ド
）
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
も
、

大
型
バ
ス
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
箇
所
の
多

い
横
山
ダ
ム
か
ら
徳
山
ダ
ム
ま
で
の
道
路
整

備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

当
該
区
間
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
以

前
か
ら
国
や
県
に
要
望
し
て
き
た
が
、
現
在

の
状
況
は
。

町 

長
横
山
ダ
ム
か
ら
鶴
見
ま
で
の
う
ち
、
平
成

30
年
に
完
成
し
た
川
尻
橋
、
川
尻
ト
ン
ネ
ル

を
含
む
横
山
鶴
見
バ
イ
パ
ス（
1.3
㎞
）
を
除

く
区
間
は
、
大
型
車
両
同
士
の
す
れ
違
い
が

困
難
な
親
谷
橋
や
、
２
車
線
あ
る
も
の
の
路

肩
が
狭
く
線
形
不
良
区
間
が
続
く
こ
と
か

Ｑ　

バ
ス
修
繕
費
４
２
０
万
円
の
内
容
は
。

Ａ　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
で
エ
ン
ジ
ン
や
電

気
装
置
に
大
き
な
故
障
が
発
生
し
た
た

め
。

○
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

Ｑ　

指
定
管
理
と
な
っ
た
あ
と
も
、
ホ
ー
ル

の
照
明
や
音
響
、
会
議
室
の
可
動
間
仕
切

り
な
ど
の
設
備
は
従
来
ど
お
り
使
え
る
の

か
。

Ａ　

指
定
管
理
者
に
対
し
、
業
務
引
継
ぎ
の

中
で
確
実
に
行
う
。
ま
た
、
照
明
や
音
響

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
自
ら
操
作
で
き

る
よ
う
、
す
で
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
行
っ

て
い
る
。

Ｑ　

稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
の
計
画
は
。

Ａ　

会
議
棟
で
は
、
マ
マ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
や
ダ

ン
ス
教
室
な
ど
各
年
代
向
け
の
運
動
教
室

や
脳
活
運
動
教
室
、
英
会
話
教
室
を
定
期

的
に
開
催
す
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
は
、
民

間
の
興
行
会
社
と
共
同
し
て
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
お
笑
い
な
ど
の
興
行
や
公
演
を
行
う

予
定
。

民
生
建
設
常
任
委
員
会

本
会
議
で
民
生
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
12
議
案
に
つ
い
て
、
12
月
４
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○ 

令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
Ｑ　

指
定
管
理
施
設
の
管
理
料
が
増
え
て
い

る
要
因
は
。

Ａ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
物
価
高
騰

の
ほ
か
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
で
売
り
上
げ

が
減
少
し
た
た
め
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

Ｑ　

全
国
的
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
国
民
健

康
保
険
証
の
ひ
も
付
け
に
誤
り
が
多
発
し

た
こ
と
か
ら
、
国
の
指
示
に
よ
り
総
点
検

を
行
っ
た
た
め
の
時
間
外
手
当
の
増
額
補

正
で
あ
る
が
、
総
点
検
の
結
果
は
。

Ａ　

当
町
に
お
け
る
誤
り
は
な
か
っ
た
。

○
令
和
５
年
度
揖
斐
川
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

Ｑ　

谷
汲
簡
易
水
道
事
業
の
有
機
化
合
物
検

査
と
は
。

Ａ　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が
原
水
に
含
ま
れ

て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
も
の
。
揖
斐
川

地
区
は
検
査
が
完
了
し
、
異
常
な
し
。
他

の
地
区
は
こ
れ
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
採

水
検
査
を
実
施
予
定
。



15 Public Information IBIGAWA  2024. 2

④
町
の
令
和
４
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、

上
勝
町
と
同
様
の
計
算
方
法
で
は
64
％
で
あ

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

お
か
げ
。

　

今
後
も
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
維
持
・
向
上
を

目
指
し
、
フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
の
活
用
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
必

要
と
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
更
な
る
ご
み

の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
む
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

冠
山
峠
道
路
開
通
後
の
観
光
客
受
入
れ
体
制

に
つ
い
て

11
月
19
日
に
冠
山
峠
道
路
が
開
通
し
、
ス

ポ
ッ
ト
的
な
行
事
は
増
え
た
が
、
常
設
的
な

事
業
は
進
ん
で
い
な
い
。

①
今
後
の
徳
山
湖
の
水
面
の
活
用
に
つ
い

て
、常
設
的
な
事
業
を
検
討
し
て
は
。
ま
た
、

徳
山
会
館
を
通
年
営
業
に
し
て
は
。

②
藤
橋
城
周
辺
の
施
設
運
営
と
観
光
客
の
受

入
れ
体
制
は
。
ハ
ー
ド
面
で
の
新
設
の
検
討

は
。

③
当
面
は
揖
斐
川
町
側
の
飲
食
・
物
販
の
中

心
と
な
る「
道
の
駅
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」

の
設
備
は
、
現
状
で
十
分
か
。

宅
以
外
の
様
々
な
分
野
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
は
、
一
部
の
人
や
特
定
の
分

野
へ
の
支
援
に
偏
る
こ
と
な
く
、
幅
広
い
支

援
に
努
め
る
べ
く
、水
道
基
本
料
金
の
免
除
、

ゴ
ミ
袋
の
無
償
配
布
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
新
築
住
宅
へ
の
奨
励
金
制
度
に
つ
い

て
の
み
見
直
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

定
住
対
策
及
び
物
価
高
騰
対
策
は
、
引
き
続

き
様
々
な
観
点
か
ら
進
め
て
い
く
。

高
橋　
径
夫 

議
員

簡
易
水
道
施
設
の
施
設
管
理
に
つ
い
て

地
域
で
担
う
水
道
施
設
補
助
管
理
者
の
高

齢
化
、
給
水
人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
そ
れ

ら
の
対
策
と
し
て
、
施
設
の
小
規
模
化
や
取

水
地
の
見
直
し
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
の
施
設
管
理
の
考
え
方
は
。

ま
た
、
漏
水
対
策
以
外
の
改
修
計
画
は
。

町 

長
人
口
減
少
が
進
み
、
財
政
的
に
は
厳
し
さ

が
増
す
中
、
既
に
水
道
施
設
の
統
廃
合
な
ど

水
道
事
業
全
体
の
再
構
築
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
等
施
設
規
模
の
適
正
化
を
検
討
す
る
時

期
が
来
て
い
る
。

統
廃
合
可
能
な
施
設
は
検
討
を
進
め
、
統

合
が
困
難
な
地
域
で
は
、
施
設
・
設
備
の
長

寿
命
化
を
図
り
た
い
。
ま
た
地
域
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
施
設
管
理
の
外
部
委
託
や
取
水

方
法
、
水
源
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、
ま

ず
は
頻
発
す
る
漏
水
対
策
と
し
て
、
配
水
管

の
改
修
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
い
る
。

一
方
で
、
施
設
更
新
な
ど
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政
負
担
の
軽
減

や
施
設
改
修
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
県
下

で
２
番
目
に
安
い
水
道
料
金
の
適
正
化
の
検

討
も
将
来
的
に
は
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管
、

老
朽
施
設
の
改
修
は
も
ち
ろ
ん
、
持
続
可
能

な
水
道
事
業
実
現
の
た
め
、
中
長
期
的
な
視

点
で
、
事
業
全
体
を
包
含
し
て
施
設
事
業
の

あ
り
方
を
考
え
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
い
う
手
法
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
、
適
正

な
運
営
に
努
め
た
い
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

議
員
研
修
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
80
％
を
超

え
る
徳
島
県
上
勝
町
を
視
察
し
た
。

①
な
ぜ
揖
斐
川
町
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
動

式
ご
み
処
理
機
が
普
及
し
な
い
の
か
。

②
上
勝
町
で
は
ア
ル
ミ
缶
を
１
㎏
あ
た
り

１
５
０
円
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
揖
斐
川
町
で
は
い
く
ら
か
。

③
屋
根
の
な
い
集
積
場
が
あ
る
が
、
整
備
状

況
は
。

④
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の

町
の
考
え
は
。

町 

長

①
上
勝
町
で
は
町
で
生
ご
み
を
収
集
し
て
お

ら
ず
、
自
己
責
任
で
処
理
を
す
る
た
め
、
必

然
的
に
コ
ン
ポ
ス
ト
等
を
利
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
た
め
、
普
及
率
が
高
い
。
一
方
、
揖
斐

川
町
で
は
、ご
み
収
集
を
町
で
行
っ
て
お
り
、

上
勝
町
と
比
べ
る
と
普
及
率
は
低
い
。

　

た
だ
し
、
ご
み
の
減
量
化
策
と
し
て
、
コ

ン
ポ
ス
ト
等
に
よ
る
処
理
は
大
切
で
あ
り
、

町
で
は
、
近
隣
市
町
に
比
べ
手
厚
い
購
入
補

助
制
度
の
創
設
、
広
報
に
よ
る
周
知
も
行
っ

て
お
り
、
他
市
町
と
比
べ
普
及
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

②
今
年
度
の
ア
ル
ミ
缶
引
き
取
り
価
格
は

１
㎏
あ
た
り
１
７
０
．
５
円
。

③
集
積
所
の
選
定
、
管
理
運
営
は
各
地
区
に

お
願
い
し
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
売
却
代
金

を
原
資
と
す
る
減
量
化
推
進
報
奨
金
を
毎
年

度
各
地
区
に
交
付
し
て
お
り
、
集
積
場
の
整

備
等
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
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地
元
の
有
志
な
ど
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
、
軽
ト

ラ
市
、植
樹
活
動
、さ
ら
に
は
こ
ど
も
１
１
０

番
の
店
と
い
う
新
た
な
取
組
み
ま
で
始
ま
っ

て
い
る
。

一
方
で
、
運
営
が
閉
鎖
的
、
排
他
的
ま
た

独
善
的
で
、
民
業
圧
迫
に
な
っ
て
い
る
と
の

声
が
地
元
か
ら
出
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
地

域
づ
く
り
を
お
願
い
し
て
い
る
立
場
と
し
て

申
し
訳
な
く
思
う
。
地
域
を
盛
り
上
げ
、
地

域
の
絆
を
強
く
し
て
い
く
は
ず
の
活
動
が
逆

効
果
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

こ
う
し
た
課
題
、問
題
を
い
か
に
解
決
し
、

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
と
な
っ
て
い
け
る

か
に
今
後
の
活
動
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
る

と
思
う
。
地
域
を
よ
く
す
る
と
い
う
大
き
な

目
的
の
も
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
主
催
団
体

の
方
々
が
一
致
団
結
し
、
地
域
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

宮
部　
一
也 

議
員

福
井
県
池
田
町
と
の
観
光
事
業
・
交
流
促
進

に
つ
い
て

冠
山
峠
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
福
井
県
池

田
町
と
の
観
光
、
交
流
の
す
そ
野
が
広
が
る

よ
う
な
政
策
を
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
町
民
へ
の
福
井
県
池
田
町
の
周
知
方
法
、

今
後
の
池
田
町
と
の
交
流
事
業
の
進
め
方

は
。

④
来
年
度
完
成
予
定
の
糸
貫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
へ
直
近
の
谷
汲
地
域
を
示
し
た
観

光
案
内
看
板
を
設
置
し
て
は
。

町 

長

①
今
年
度
は
、
湖
面
利
用
計
画
に
基
づ
き
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
）

体
験
事
業
を
実
施
。
徳
山
湖
の
自
然
に
触
れ

ら
れ
る
活
動
と
し
て
、
今
後
も
継
続
を
検
討

す
る
。

　

ま
た
、
恒
常
的
な
事
業
は
、
緊
急
時
の
連

絡
手
段
や
救
助
体
制
な
ど
、
利
用
者
の
安
全

を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
水
資
源

機
構
と
協
議
し
、
現
実
的
で
集
客
可
能
な
事

業
を
検
討
し
た
い
。

　

徳
山
会
館
は
、
会
館
で
使
用
す
る
谷
水
が

冬
場
は
凍
結
し
、水
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、

例
年
ど
お
り
冬
期
は
休
館
と
す
る
。
今
後
、

水
の
確
保
は
検
討
す
る
。

②
鶴
見
亭
の
空
き
店
舗
解
消
は
、
何
件
か
の

問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
が
出
店
に
は
至
ら

ず
、
引
き
続
き
広
報
誌
な
ど
を
利
用
し
、
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

　

藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
屋
根
の
葺
き

替
え
に
５
棟
で
１
億
円
以
上
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
工
法
や
棟
数
減
も
含
め
、
今

後
の
運
用
を
教
育
部
局
と
検
討
中
。

　

藤
橋
城
は
、
今
年
度
か
ら
試
験
的
に
冬
期

期
間
中
も
土
日
祝
日
に
臨
時
営
業
を
実
施

し
、
状
況
を
見
な
が
ら
来
年
度
以
降
の
営
業

を
検
討
す
る
。

　

ハ
ー
ド
面
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
民
間
事

業
者
か
ら
の
提
案
等
に
つ
い
て
協
議
中
。

③
い
び
川
温
泉
の
空
調
設
備
の
改
修
な
ど
必

要
な
設
備
整
備
を
実
施
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
民
間
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
効
率

的
な
施
設
の
管
理
運
営
を
実
施
。
立
ち
寄
り

や
す
い
空
間
を
提
供
し
、
経
済
効
果
に
つ
な

が
る
取
組
み
に
つ
い
て
も
指
定
管
理
者
と
協

議
中
。　

④
看
板
設
置
の
効
果
や
維
持
管
理
、
設
置
場

所
等
を
含
め
、
今
後
検
討
し
た
い
。

大
西　
惠
子 

議
員

養
老
鉄
道
に
つ
い
て

名
鉄
揖
斐
線
の
廃
止
に
よ
り
人
口
減
少
に

拍
車
が
か
か
っ
た
苦
い
経
験
か
ら
、
何
と
し

て
も
養
老
鉄
道
を
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

す
で
に
様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
る
が
、

養
老
鉄
道
に
乗
り
、
理
解
を
深
め
、
存
続
の

機
運
を
高
め
る
た
め
、
町
民
に
無
料
乗
車
券

を
配
布
し
て
は
。

町 

長
養
老
鉄
道
の
廃
線
は
、
町
民
の
日
常
生
活

に
大
き
く
影
響
し
、
町
の
衰
退
に
つ
な
が
る

の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り
、
樽
見
鉄
道
と
共

に
存
続
さ
せ
な
く
て
は
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
鉄
道
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い

町
民
が
、
必
要
性
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

な
い
こ
と
は
ご
指
摘
の
と
お
り
。

そ
の
た
め
に
も
、
実
際
に
乗
っ
て
鉄
道
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
無
料
券
の
配
布
も
有
効
な
手

立
て
で
あ
る
と
思
う
こ
と
か
ら
、養
老
鉄
道
、

樽
見
鉄
道
の
両
事
業
者
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
前
向
き
に
利
用
促
進
策
を
講
じ
た
い
。

大
西　
惠
子 

議
員

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
活
動
と
し
て
、
各
地
域
で
マ

ル
シ
ェ
や
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
る
。
一
方
で
、
地
元
の
店
や
個
人
が

出
店
で
き
な
い
と
の
声
や
、
頻
繁
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
で
、
地
元
の
同
業
者
か
ら
民
業
圧

迫
と
の
声
を
耳
に
す
る
が
、
町
長
の
思
い
は
。

町 

長
カ
フ
ェ
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
地
域
活

動
は
、
自
助
・
共
助
の
観
点
か
ら
補
助
金
制

度
も
創
設
し
な
が
ら
支
援
を
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
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②
交
流
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
今
後
交
流
事

業
を
行
お
う
と
す
る
団
体
へ
の
支
援
は
。

　

ま
た
、
交
流
事
業
を
検
討
し
て
い
る
団
体

に
対
す
る
利
用
可
能
な
交
付
金
を
紹
介
で
き

る
手
段
を
講
じ
て
は
。

③
町
の
観
光
名
所
で
あ
る「
恋
の
つ
り
橋
」
の

再
開
見
込
み
は
。

町 

長

①
福
井
県
池
田
町
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
物

販
・
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
出
展
、合
同
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
、
懸
垂
幕
や
の
ぼ
り
旗
の
設
置
な

ど
を
通
じ
、お
互
い
に
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

　

冠
山
峠
道
路
開
通
後
は
、
池
田
町
だ
け
で

な
く
、
鯖
江
市
、
越
前
市
な
ど
福
井
県
内
の

国
道
４
１
７
号
沿
線
市
町
も
含
め
た
広
域
的

な
交
流
、
観
光
・
経
済
・
人
と
い
っ
た
多
面

的
な
交
流
を
通
じ
、
関
係
強
化
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
揖
斐
川
町
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
と
い
う
中
長

期
的
な
考
え
の
も
と
、
補
助
金
を
活
用
さ
れ

な
い
地
域
づ
く
り
団
体
が
増
え
て
い
る
が
、

町
と
し
て
は
、
地
域
づ
く
り
や
町
の
活
性
化

に
資
す
る
活
動
等
、
事
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
制
度
と
し
て
、

「
小
さ
な
一
歩
」
応
援
事
業
補
助
金
を
用
意
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
。

③「
恋
の
つ
り
橋
」
に
つ
い
て
は
、
補
修
工

事
を
本
年
９
月
に
発
注
し
て
お
り
、
令
和
６

年
１
月
中
に
完
成
予
定
。

國
枝　
誠
樹 

議
員

揖
斐
川
町
の
伝
統
文
化
・
芸
能
の
継
承
と
保

存
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
に
は
15
地
区
16
の
太
鼓
踊
り

が
、
保
存
会
や
自
治
会
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て

い
る
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う

担
い
手
不
足
、
維
持
費
の
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
伝
統
文
化
・
芸
能
の
継
承
や

保
存
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

町 

長
そ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
方
が
引
き
続
き

そ
の
地
に
住
み
、生
ま
れ
故
郷
の
伝
統
文
化
・

芸
能
を
保
存
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
一
番

で
あ
る
が
、
現
実
は
、
就
職
や
結
婚
な
ど
で

故
郷
を
離
れ
る
方
が
多
く
、
後
継
者
が
不
足

す
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
だ
け
で
な
く
町
内

の
他
地
域
の
方
、
ま
た
今
は
揖
斐
川
町
に
は

住
ん
で
い
な
い
が
地
域
出
身
者
と
し
て
町
を

応
援
し
て
く
れ
る
方
な
ど
に
、
祭
り
や
踊
り

な
ど
の
保
存
・
伝
承
に
協
力
し
て
も
ら
う
な

ど
、
地
域
を
応
援
し
て
く
れ
る
方
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

資
金
的
な
こ
と
は
行
政
で
対
応
も
可
能
で

あ
る
が
、
人
的
な
も
の
は
地
域
の
方
々
に
よ

る
力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
各
学
校
や
地
域

で
小
さ
い
頃
か
ら
踊
り
の
指
導
な
ど
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

様
々
な
形
で
地
域
を
応
援
し
て
も
ら
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ
と
思

う
。
こ
う
し
た
学
校
や
地
域
で
の
活
動
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。

議
会
活
動
報
告

10
月31

日　

10
月
月
例
会

11
月７

日　

救
急
救
命
講
習
会

22
日　

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

22
日　

11
月
月
例
会

12
月１

日　

第
６
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

４
日　

第
４
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

４
日　

第
４
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

７
日　

本
会
議　

一
般
質
問

８
日　

本
会
議　

第
６
回
定
例
会
閉
会

８
日　

第
５
回
全
員
協
議
会

令和５年度に65・70・75・80・85・90・95・100歳になられる方へ

高齢者肺炎球菌予防接種を受けましたか?
令和5年度高齢者肺炎球菌予防接種の接種期間は、 令和６年３月31日（日）まで  です。
接種希望の方は予診票を発行しますので、揖斐川保健センターまでお問い合わせください。
①対　　　象：令和5年度中に65・70・75・80・85・90・95・100歳になられる方の希望者

　ただし、過去に「高齢者肺炎球菌予防接種」を受けられた方は対象となりません。
② 接 種 場 所：揖斐郡内の指定医療機関、岐阜県広域化予防接種医療機関
③自己負担金：3,000円（医療機関窓口でお支払いください。）
④持　ち　物：高齢者肺炎球菌予防接種予診票　※揖斐川保健センターで発行します。

接種に関してご不明な点がありましたら、ご連絡ください。
【お問い合せ】 揖斐川保健センター　☎ 2 3 － 1 5 1 1
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　人件費とは・・・　
人件費とは、職員の給料・手当そのほか、町長・議員な
どの特別職の給料・報酬、各種委員報酬など、またこれら
に伴う各組合への負担金などのことをいいます。
令和４年度の決算では次のようになります。

■令和４年度人件費の状況� （単位：千円）
歳出総額（A） 人件費（B） 人件費以外
15,047,468 1,846,572 13,200,896

・人件費率（B/A）　12.3％

　給与とは・・・　
職員が勤労を提供し、その対価として得るものが「給与」
です。給与は、経験年数や学歴、勤務成績などにより決定
される「給料」とこれを補完する「各種手当」とに分けられ
ます。各種手当とは扶養手当、通勤手当、住居手当、期末
勤勉手当、時間外勤務手当などのことです。

■職員給与の予算の状況
� 令和５年４月１日現在（単位：千円）
職員数（A） 給　料 職員手当 期末勤勉手当
234 人 827,706 143,067 320,590

給与費計（B） 一人当たり給与費（B/A）
1,291,363 5,519

※職員手当には退職手当は含まれていません。

　職員の平均給与額は・・・　
� 令和５年４月１日現在

区　分 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 315,210 円 44.05 歳
技能労務職 239,581 円 57.06 歳

　初任給は・・・　
初任給は、新規学卒者のように前職がない場合には下記
の表のとおり決定されます。
■初任給の状況（一般行政職）� 令和５年４月１日現在

区　分 決定初任給
大学卒 185,200 円
短大卒 167,100 円
高校卒 154,600 円

　級別職員数の状況　
� 令和５年４月１日現在
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計標準的職務
内　　　容 主事 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数（人） 41 23 65 33 33 7 4 206

構成比（％） 19.9 11.2 31.6 16.0 16.0 3.4 1.9 100.0
（注）�揖斐川町職員の給与に関する条例の給料表区分に基づく
　　再任用職員、技能労務職、医療職を除く職員数です。

　特別職の報酬等の状況　
� 令和５年４月１日現在

区　分 給与月額 期末手当

給
　
料

町　長 750,000 円 � 6 月期　　�2.2 月分
12 月期　　��2.2 月分
� � 計　　　　4.4 月分副町長 600,000 円

区　分 給与月額 期末手当

報
　
酬

議　長 300,000 円
� 6 月期　　��2.2 月分
12 月期　　�2.2 月分
� � 計　　　� 4.4 月分

副議長 260,000 円

議　員 250,000 円

　職員手当の状況　
� 令和５年４月１日現在
区　分 期　末 勤　勉

期末・勤勉
手 当 支 給
割　　　合

�6 月期 　1.2 月分 1.0 月分
12 月期 　1.2 月分 1.0 月分

職務上の段階などに応じた加算措置 ･･･ 有

退職手当
（支給率）

退職事由 自己都合 定年・応募認定
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（3～ 45%加算）

扶養手当

配偶者は月額 6,500 円
子は月額 10,000 円
その他の扶養親族は 1人につき月額 6,500 円
16 歳から 22 歳の子には月額 5,000 円加算

住居手当 月額 16,000 円を超える家賃の額に応じ、
最高で 28,000 円まで

通勤手当

①交通機関等利用者
　運賃相当額に応じ最高 55,000 円まで
②自動車等使用者
　片道２㎞以上の職員に対して、距離に応じ
　月額 2,000 円から 31,600 円まで

　職員数の状況　
� 各年 4 月 1日現在

区　　　分
職　　員　　数

増減
令和４年度 令和５年度

一 般 行 政 部 門 ２０５人 １９０人 ▲１５
教 育 部 門 ２６人 ２５人 ▲１
公営企業等部門 ６人 １４人 ８

合　計 ２３７人 ２２９人 ▲８

揖斐川町職員の給与を公表します
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令和５年分申告相談会場・日程
■揖斐川地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 金 北方

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

揖斐川町役場

19 月 大和（上南方）

20 火 大和
（若松・房島・極楽寺）

21 水 𦙾永
22 木 清水

26 月 小島
（上野・白樫・市場・瑞岩寺）

27 火 小島
（上記以外の地区）

28
・
29

水
・
木
揖斐

３
1
～
15

金
～
金
揖斐川地域全域

■谷汲地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 金 神原・木曽屋・有鳥

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

谷汲振興事務所

19 月 高科・岐礼・沖野
20 火 府内・上長瀬
21 水 下長瀬・赤石・山田
22 木 深坂
26 月 大洞
27 火 名礼
28 水 徳積

2/29

～

3/15

木
～
金
谷汲地域全域

■春日地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 金 滝・樫・上ヶ流

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

春日振興事務所

19 月 下ヶ流
20 火 香六・古屋
21 水 小宮神
22 木 川合・中山
26 月 美束

2/27

～

3/15

火
～
金
春日地域全域

■久瀬地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

金
～
金
久瀬地域全域

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

久瀬振興事務所

■藤橋地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

金
～
金
藤橋地域全域

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

藤橋振興事務所

■坂内地域　
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

金
～
金
坂内地域全域

9時～15時
※土・日・祝日
　を除く。

坂内振興事務所

◆期間中は、大垣市民会館でも確定申告を受け付けています！
　時間：９時～ 17時（土・日・祝日を除く）
　※会場ではご自身のスマートフォンなどから申告をしていただきます。
　※混雑緩和のため、「入場整理券」が必要です。
　①申告会場での当日配布、②LINEアプリからの事前発行の２通りで配付します。
　【お問い合せ　大垣税務署個人課税部門　℡0584-78-4104（直通）】
◆�譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）のある方や、初めて住宅ローン控除を受ける方、贈与税・
消費税・青色申告の方については、「大垣市民会館」で申告を受付けます。揖斐川町役場および各振興事務
所では受付できません。

「所得税「所得税およびおよび復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」のお知らせのお知らせ

申告受付期間　２月16日（金）～３月15日（金）※土・日・祝日を除く
町県民税の申告書は、2月上旬までに郵送予定です。申告書が届かなくても必要な方は申告してください。
申告には、所得税および復興特別所得税の確定申告（国税）と町県民税申告（地方税）がありますが、所得税

および復興特別所得税の確定申告をされますと、同時に「町県民税申告」がされたものとみなされます。

▲

�国税庁公式LINEはこちら
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「所得税「所得税およびおよび復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」のお知らせのお知らせ

所得税および復興特別所得税の確定申告が必要な方
（１）　�令和５年中の所得金額の合計額から所得控除の合計額を差し引いた金額が税額控除（住宅ローン控除

など）の合計額以上の方。
（２）　給与所得者のうち、たとえば、次のような方が該当します。
　　　①お勤め先で年末調整を受けていない方
　　　②�２カ所以上から給与を受けていて、年末調整をされなかった給与収入金額と、給与所得および退職

所得以外の所得金額との合計額が20万円を超える方
　　　③給与所得者の方で給与などの収入金額の合計額が2,000万円を超える方
（３）　�土地、建物、株などの売却による譲渡所得のあった方（ただし、上場株式の譲渡所得で、特定口座の

取引で源泉徴収されている場合は、申告しなくても差し支えありません。）
　※�上記以外の方でも医療費控除、寄附金控除または雑損控除など各種控除を受けたい方や、雑所得や一時
所得など各種所得の合計額から所得控除を差し引いて残額のある方などは、確定申告をする必要があり
ます。

医療費控除・セルフメディケーション税制の領収書（レシート）について
　領収書（レシート）の添付・提示に代わり、「医療費控除の明細書」または「セルフメディケーション税制の
明細書」（令和５年1月から12月の間に支払ったもの）を記入し、提出していただきます。
　これらの様式は、役場税務課（各振興事務所）や税務署の窓口または、町および国税庁ホームページから取
得できます。
　なお、「医療費控除の明細書」は医療保険者から交付を受けた医療費通知などを提出することで記入を省略
することができます。（医療費通知の内容によっては省略できない場合もあります。）
　また、どちらの控除も、領収書などはご自宅で5年間保管していただき、税務署から提示の求めがあった際
は応じなければなりません。
•�セルフメディケーション税制の明細書には、健康への保持増進および予防への取組を行ったことを明らかに
する書類、医療費などのうち保険金などで補填される金額のわかるものが必要となります。
•医療費控除とセルフメディケーション税制は選択制です。どちらか一方のみの控除を受けることができます。
※医療費などの領収書の添付または提示のみでは受付できません。

町県民税申告が必要な方
令和６年１月１日現在、揖斐川町内に住所のある方で、次の①～③のすべてに当てはまる方
①所得税および復興特別所得税の確定申告をされない方
②給与所得のあった方で勤務先から役場へ「給与支払報告書」の提出のない方
　※提出の有無は勤務先にご確認ください。
③営業、地代、家賃、配当、農業、年金などの所得があった方
注）�令和５年中に所得がなかった方でも、申告が必要な場合があります。（生活状況などを記入して申告し
ていただくこととなります。）

•国民健康保険に加入している方（国民健康保険税の計算に必要となります。）
•所得に関する証明書が必要な方（�国民年金保険料免除申請、福祉医療、児童扶養手当などの公的扶助、町営住宅入

居、幼児園入所、教育等に関する申請に必要となる場合があります。）

年金受給者の確定申告不要制度
公的年金などを受給されている方で、次の①・②のどちらにも当てはまる方は確定申告が不要です。
①公的年金などの収入金額が400�万円以下の方（複数から受給されている場合は、その合計額です。）
②当該年金以外の他の所得金額の合計が20�万円以下の方
※①・②のどちらにも当てはまる方でも、所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要となります。
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　申告書作成に必要なもの

●給与所得、退職所得、公的年金に係る雑所得の源泉徴収票の原本
●所得控除を受けるために必要な証明書、領収書など（令和５年1月から12月分のもの）
　•生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
　•社会保険料、国民健康保険税、国民年金保険料、介護保険料などの控除証明書または領収書
　•配偶者所得のわかるもの
　•障害者控除を受ける方は身体障害者手帳や療育手帳など
　•�寄附金控除に伴うふるさと納税などの「寄附を証明する書類（受領書）」
　　�（ワンストップ特例制度を利用された場合でも、他の控除の変更などにより確定申告を行う場合は、ワン
ストップ特例制度は無効となるため、同時に寄附金控除の申告を行う必要があります。）

●申告者本人名義の金融機関名および口座番号がわかるもの（所得税の還付を受ける場合）
●利用者識別番号がわかるもの（お持ちの方のみ）
●�マイナンバーカードまたは個人番号通知カード（令和2年5月25日以降記載内容に変更がないカードのみ）
　もしくはマイナンバーが記載された住民票（写）※扶養親族となる方のマイナンバーも必要となります。
●申告される方の本人確認ができる書類（運転免許証など）
　※�代理でご家族の申告をされる場合は、ご家族ご本人の「マイナンバーカードまたは個人番号通知カード
（令和2年5月25日以降記載内容に変更がないカードのみ）」および「本人確認書類」が必要です。

●�「確定申告のお知らせ」（はがきや通知書）または町県民税の申告書（税務署または役場から送付された方のみ）

◆お願い◆
　申告期間中は会場が大変混雑します。混雑緩和のため次の点にご協力ください。
•�営業・不動産・農業所得のある方は、「収支内訳書」を事前に作成し持参してください。
　「収支内訳書」の様式は、役場税務課（各振興事務所）の窓口、
　または国税庁のホームページから取得できます。
•�「医療費控除の明細書」は、医療機関・薬局・かかった人ごとに集計、
　記入してください。明細書の様式は、役場税務課（各振興事務所）の窓口、
　または町および国税庁のホームページから取得できます。

�　「収支内訳書」の事前作成や「医療費控除の明細書」などの集計が
　できていない場合、申告相談をお受けできない場合があります。

【お問い合せ】税務課　℡ 22-2115

▲

��国税庁ホームページ

▲

��町ホームページ

有

料

広

告

欄
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子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分）について（再掲）子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分）について（再掲）
　食費などの物価高騰に直面する低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点か
ら、子育て世帯生活支援特別給付金を支給します。
※�本給付金は、全国一律の制度として岐阜県（ひとり親世帯分）および揖斐川町（ひとり親世帯以外分）が
実施します（申請窓口はどちらも子育て支援課です）。
※�積極支給または申請によりすでに本給付金を受給した方は、同一児童については再度対象になりませんの
で、ご注意ください。

●支給対象者
　ひとり親世帯分（※ひとり親世帯以外分の給付金を受け取った方を除く）
　�　令和５年３月31日時点で、18歳未満（一定以上の障がいがある場合20歳未満）の児童を養育している
方で①、②のいずれかに該当する方
　　①�公的年金給付などを受けていることにより、令和５年３月分の児童扶養手当の支給が全部停止となっ

ている方
　　②物価高騰の影響で家計が急変し、児童扶養手当受給相当の収入になった方
　ひとり親世帯以外分（※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く）
　�　令和５年３月31日時点で、18歳未満（一定以上の障がいがある場合20歳未満）の児童を養育している
方で、物価高騰の影響により家計が急変し、住民税均等割が非課税相当の収入である方
●給　付　額　児童１人あたり一律５万円
●支給手続き　�給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書および添付書類を子育て支援課にご提出く

ださい。（申請書は、子育て支援課に備え付けのほか、ホームページからも入手できます。）
●申請受付期限　令和６年２月29日（木）まで
●お問い合せ　こども家庭庁コールセンター　受付時間：平日9:00～18 :00
　　　　　　　　　℡０１２０－４００－９０３（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分共通）
　　　　　　　　揖斐川町役場子育て支援課　　受付時間：平日8:30～17:15
　　　　　　　　　℡２２－２７９１（内線１２４２）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（７万円）について電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（７万円）について
　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯に
対し、１世帯当たり７万円を支給します。

●支給対象世帯
　基準日（令和５年12月１日）に揖斐川町に住民票があり、世帯全員の令和５年度「住民税均等割が非課
税」である世帯
※�住民税が課税されている方の扶養親族のみからなる世帯および、すでに他の市区町村から価格高騰重点支
援給付金（７万円）の給付を受けている世帯は対象となりません。
●給　付　額　　対象世帯、１世帯あたり７万円
●支給手続き
（１）前回の令和５年度電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（３万円）を口座受給した世帯
　前回の給付金（３万円）を口座受給し、令和５年12月１日までに世帯構成に変更がない世帯には、
「振込予定通知書」を送付します。
　　　①振込予定通知書の送付　　１月下旬から順次発送予定
　　　②支給口座　　前回振込を行った口座に支給
　　　　　　　　　　※口座の変更、受給の辞退を希望する場合は、手続きが必要になります。
（２）支給世帯のうち、前回の給付金を受け取っていない世帯（口座受給していない世帯を含む）
　　対象世帯に対し、確認書を送付します。
　　　①確認書の送付　　１月下旬から順次発送予定
　　　②確認書の返送　　�受給を希望する世帯は、確認書に必要事項を記載のうえ、確認書に記載してある

期限までに、同封の返信用封筒で返送してください。
（３）令和５年１月２日以降に揖斐川町に転入した方を含む世帯や未申告者を含む世帯等については、
　　　別途申請が必要になる場合がありますので、健康福祉課窓口までご相談ください。
●お問い合せ　　健康福祉課　℡２２‐２７９０　受付時間：平日8:30～17:15
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令和６年度　会計年度任用職員を募集します
●募集する職種	

※�地方公務員法第16条の規定による欠格条項（禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまで
の人等）に該当する方は、応募できません。

●任用期間　　令和６年４月１日から令和７年３月31日
●応募方法　　�履歴書（写真添付）に必要事項を記入のうえ、担当課へご提出ください。
●申込期限　　２月16日（金）必着　※応募締切後、面接を行います。

番号 職種 勤務場所 募集人数 勤務時間 賃金等 必要資格等

① 幼児園バス
添乗員

やまと・きたがた
幼児園管内

（子育て支援課�
℡22-2791）

１名
月曜日～金曜日
幼児園登降園時２時間程度
（国民の休日および年末年始を除く）

時給
1,045円～

② 調理員
町内幼児園

（子育て支援課�
℡22-2791）

１名 月曜日～金曜日�９時～16時
（国民の休日および年末年始を除く）

時給
1,045円～

調理師免許の無い方
も応募可

③ 施設管理人
（館長）

春日森の文化博物館
（社会教育課�　
℡23-0124）

１名
週５日�９時～17時（土日勤務あり）
12月下旬～３月中旬は冬期休館のた
め勤務日が限られます。（週２～３日勤
務程度）

時給
1,074円～

④ 施設管理人
（施設管理・清掃）

長者の里
（社会教育課　�
　℡23-0124）

若干名

週１日程度�９時～17時
施設の繁忙期・閑散期で勤務日時の変
動があります。
12月下旬～３月中旬は冬期休館のた
め勤務はありません。

時給
1,045円～
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つ
代
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法

①�

新
規
入
室
希
望
者
…
子
育
て
支
援
課
窓
口

で
申
請
書
類
を
入
手
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提
出

②�

継
続
入
室
希
望
者（
既
入
室
者
）
…
各
留

守
家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書
類
を
入
手

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
留
守
家

庭
児
童
教
室
指
導
員
へ
提
出

■
申
請
期
間

　

２
月
５
日（
月
）
～
２
月
26
日（
月
）

■
そ
の
他　

・�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
類
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

長
期
休
暇（
夏
休
み
期
間
）
の
み
の
入
室

に
つ
い
て
は
、
別
途
募
集
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　

℡
２
２
‒
２
７
９
１

▲スマートフォン▲ガラパゴス携帯
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町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
小
中
学

校
へ
の
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
、
学
用
品
費
等
の
就
学
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

■
対
象

　

町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

教
育
委
員
会
が
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
認
定

し
た
方

①
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
世
帯

③�

保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
が
極
め

て
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

■
申
し
込
み　

　

在
学
中
ま
た
は
入
学
予
定
の
小
中
学
校
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
３
‒
０
１
１
５

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　
１
戸

・
住　
　

所　
揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９
番
地

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

２
台

・
家　
　

賃　

２
９
，
５
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

 

小
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

■
募
集
期
間　

　

２
月
１
日（
木
）
～
２
月
15
日（
木
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　
３
月
下
旬
を
予
定

②
緑
ヶ
丘
住
宅
、
島
住
宅
お
よ
び
春
日
・
久

瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町
営
住
宅
は
、

随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
８
０
１

企
画
展��
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版
画
に
よ
る

「
紫
式
部
の
え
が
い
た
源
氏
物
語
」

～
桑
原
隆
一
原
画
展
～
開
催
の
お
知
ら
せ

　

当
館
で
は
、
２
月
17
日
よ
り
右
記
の
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。
源
氏
物
語
の
世
界
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　

２
月
17
日
（
土
）
～
３
月
24
日
（
日
）

■
会
場　

第
一
展
示
室
・
第
二
展
示
室

問
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２
‒
５
３
７
３

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

第九帖 葵（車争い）

　

ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
ご
本
人
や
ご
家
族
等

を
対
象
に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

精
神
科
医
師
や
ひ
き
こ
も
り
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が「
個
別
相
談
」
を
お
受
け
し

ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
ご
本
人
ま
た
は
そ
の

ご
家
族

■
日
時

　

２
月
20
日（
火
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

相
談
は
１
時
間
程
度

■
場
所

　

揖
斐
川
町
役
場
１
階　

第
１
・
２
会
議
室

■
内
容

　

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
精
神
科
医
に

よ
る
個
別
相
談

※�

要
予
約（
開
催
７
日
前
ま
で
に
左
記
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
費
用　
無
料

問
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
０
５
８
‒
２
３
１
‒
９
７
２
４

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
２
月
１
日

時
点
で
の
家
畜
・
家
き
ん
を
飼
育
し
て
い
る

状
況（
飼
育
者
の
氏
名
、
住
所
、
飼
育
場
所
、

種
類
、
頭
羽
数
な
ど
）
を
県
へ
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
ペ
ッ
ト
を

含
む
）。

　

な
お
、対
象
の
家
畜
は
牛
、水
牛
、鹿
、馬
、

め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
い
の
し
し
、
家
き
ん

 

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

 

家
畜
や
家
き
ん
を
飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

は
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ

う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
と
な
り
ま
す
。

　

報
告
様
式
や
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
岐
阜

県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
岐
阜
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生

所�

防
疫
係（
０
５
８
‒
２
０
１
‒
０
５
３
０
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
振
興
課　

℡
２
２
‒
２
８
０
９

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
中
に
突
然
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
警
告
音

が
鳴
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ほ
と
ん

ど
が
偽
の
警
告
で
す
。
利
用
者
の
不
安
を
煽

り
、
画
面
に
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
電
話

を
か
け
さ
せ
、
偽
の
窓
口
に
つ
な
げ
た
後
、

ウ
イ
ル
ス
除
去
に
見
せ
か
け
て
修
理
費
用
を

騙
し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺
で
す
。

■
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
…

・�

警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
た
ら
ブ
ラ
ウ
ザ
を

閉
じ
る

・�

警
告
画
面
に
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
電

話
を
か
け
な
い

・�

プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
を
買
う
よ
う

指
示
さ
れ
て
も
購
入
し
な
い

・
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る

　

あ
な
た
の
パ
ソ
コ
ン
に
警
告
画
面
が
表
示

さ
れ
て
も
慌
て
ず
家
族
、警
察
、消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
揖
斐
警
察
署　

℡
２
３
‒
０
１
１
０

 

揖
斐
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



25 Public Information IBIGAWA  2024. 2

寿
長
ご

さ
ん

12
月
の

細
ほそ

野
の

　京
たかし

�さん
95歳（北方）

林
はやし

　惠
え

美
み

子
こ

�さん
95歳（房島）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

青
年
・
成
人
講
座 

参
加
者
募
集

「
大
人
の
た
め
の
運
動
教
室
」

　

青
年
・
成
人
講
座
と
し
て
大
人
の
た
め
の

運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
共
に
自
身
の
体
調
管
理

に
つ
な
げ
、
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

■
内
容

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
い
た

り
、軽
く
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
日

①
２
月
22
日（
木
）
20
時
～
21
時

②
３
月
５
日（
火
）
20
時
～
21
時

　
い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
体
と
心
の
健

康
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
２
月
７
日（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
揖
斐
総
合
庁
舎
５
階
大
会
議
室

■
演
題

　

今
日
の
感
動
を
自
分
の
言
葉
で
～
自
分
ら

し
い
俳
句
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
俳
句
を
～

■
講
師　
西
田　

拓
郎　

氏

　
　
　
　

名
古
屋
芸
術
大
学
教
育
学
部
教
授

■
参
加
費　
無
料

問
揖
斐
県
事
務
所
地
域
防
災
課

　

℡
２
３
‒
１
１
１
１（
内
線
２
０
７
）

  

第
28
回
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン「
も
の

づ
く
り
・
人
づ
く
り
in
東
海
」
開
催

　

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
、
も
の
づ

く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
名
古
屋
大
学�

竹
内
一
郎
教
授
に
よ
る「
科
学
研
究
・
技
術

開
発
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
」
と
題
し
た
記
念

講
演
、
学
生
の
卒
業
制
作
の
展
示
実
演
や
研

究
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

・
２
月
22
日（
木
）
11
時
～
15
時
30
分

・
２
月
23
日（
金
・
祝
）

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　
無
料

問
東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

℡
３
４
‒
３
６
０
０

 

い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会
の
お
知
ら
せ

■
令
和
６
年
度
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
の
開
催

　

２
月
中
旬
よ
り『
令
和
６
年
度
事
業
お
よ

び
入
会
説
明
会
』
を
揖
斐
、
谷
汲
、
春
日
、

久
瀬
、
坂
内
、
藤
橋
地
区
に
て
開
催
し
ま
す
。

新
規
入
会
希
望
の
方
は
、
電
話
予
約
の
上
お

気
軽
に
説
明
会
に
お
越
し
下
さ
い
。

〇
新
規
入
会
説
明
会

・
日
時　

３
月
６
日（
水
）
13
時
30
分
～

・
場
所　

�

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

※�

そ
の
他
地
区
の
開
催
日
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。　

■
お
仕
事
の
受
付

　

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
時
は
ま
ず
は
お

電
話
に
て
ご
相
談
下
さ
い
。
お
見
積
り
は
無

料
で
す
。得
意
な
会
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

派
遣
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
社
で

短
期
間
・
短
時
間
だ
け
人
手
が
ほ
し
い
と
い

う
事
業
主
様
も
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊�
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）　

＊
軽
作
業

＊
社
内
清
掃　

　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問（
公
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３
‒
０
９
０
７

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
場
所

　

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

Ｂ
ル
ー
ム

■
対
象
・
定
員

　

中
学
生
以
上
の
方
・
各
10
名

※�

ど
ち
ら
か
１
回
と
し
ま
す
が
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
両
日
参
加
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

・
運
動
で
き
る
服
装
、
水
分
、
上
靴

・
参
加
費
無
料

■
募
集
期
間

　

２
月
５
日（
月
）
～
２
月
16
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
30
分

■
申
込
方
法

　

左
記
ま
で
お
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※�
警
報
発
令
の
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会�

社
会
教
育
課

　

℡
２
３
‒
０
１
２
４（
内
線
１
４
６
３
）

■
総
合
労
働
相
談
所

　

健
康
保
険
、
年
金
の
給
付
内
容
、
申
請
手

続
き
な
ど
を
含
む
労
働
問
題
全
般
に
つ
い
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

・
電
話
相
談
・
対
面
相
談（
要
予
約
）

　

月
・
水
・
金　

13
時
～
17
時

※
相
談
は
無
料
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
社
労
士
会
労
働
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
岐
阜

　

労
使
間
の
民
事
上
の
紛
争
を
円
満
解
決
す

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

・
相
談
受
付　

月
・
水
・
金�

13
時
～
17
時

問
岐
阜
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

℡
０
５
８
‒
２
７
２
‒
２
４
７
０

 

岐
阜
県
社
会
保
険
労
務
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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窓口だより窓口だより

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認
を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」
をお出しください。

27 Public Information IBIGAWA  2024. 2

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 19,059（△�35） 9,236 9,823 7,821（△� 3）
揖斐川地域 14,568（△�28） 7,105� 7,463� 5,729�（△� 6）
谷汲地域 2,626（� 1） 1,265� 1,361� 1,082�（� 5）
春日地域 719（△� 1） 342� 377� 393�（� 0）
久瀬地域 699（△� 4） 317� 382� 341�（△� 2）
藤橋地域 170（� 0） 84� 86� 112�（� 0）
坂内地域 277（△� 3） 123� 154� 164（� 0）

出生 3人 /死亡 31人 /転入等 30人 /転出等 37人
〈令和 6年 1月 1日現在〉

Population人口

納め忘れのないように早めに納めましょう。また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

令和５年 12月届出分

出生　お誕生おめでとう Birth

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 １ 区 角
つの
　田

だ
　喜

き
之
の
輔
すけ

潤 哉 良 子
瑞 岩 寺 岡

おか
　部

べ
　　　柊

しゅう
明 徳 奈々子

春日小宮神 黒
くろ
　田

だ
　珠

じゅ
莉
り
杏
あ

貴 子

地　区 氏 　 名 年齢
北 方 ７ 区 細 野 　 清 87
西 若 松 林 　 宣 子 90
七 間 町 高 橋 利 明 72
下 岡 島 髙 橋 定 良 81
長 良 岡 部 照 夫 91
清 水 山 下 　 隆 75
新 栄 町 高 橋 利 忠 90
溝 口 宮 田 房 子 93
東 瀬 古 野 原 重 明 85
上 東 野 粟 野 竜 太 40
上 野 清　水　みよ子 85
市 場 髙 松 静 雄 93
市 場 立　川　かずゑ 100
谷 汲 名 礼 井　口　アイ子 87
谷 汲 徳 積 川 島 光 彦 71
谷 汲 徳 積 平 野 斐 子 84
谷 汲 長 瀬 橫　山　美代子 99
谷 汲 長 瀬 西 田 　 剛 98
春 日 小 宮 神 黑 田 三 雄 89
日 坂 中　島　マスコ 82
日 坂 中 島 郁 二 79
坂 内 坂 本 山 口 八右衛門 91
坂 内 坂 本 平 野 勝 幸 83

2月29日（木） 固定資産税　４期分
	 国民健康保険税　10期分
	 後期高齢者医療保険料　８期分

1月31日（水） 町県民税　４期分
	 国民健康保険税　９期分
	 後期高齢者医療保険料　７期分

納期限納期限ののお知らせお知らせ

掲載行事については、
中止または延期になる場合があります。

３日（土）・４日（日）　9:00～16:00
地域交流センターまつり

⃝場　所　地域交流センターはなもも
㉄ 地域交流センターはなもも　☎22-1120

18日（日）　11:00～15:00
豊年祈願祭

⃝場　所　谷汲山華厳寺参道周辺
㉄ 揖斐川町観光プラザ　☎55-2020

17日（土）～３月17日（日）　10:00～16:00
たにぐみ盆梅展

⃝場　所　旧谷汲観光資料館
㉄ 揖斐川町観光プラザ　☎55-2020

25日（日）　受付 8:45～
IBIGAWAフリーマラソン

⃝場　所　揖斐川健康広場周辺
㉄ 揖斐川健康広場　☎21-3100

22月月のの主な行事主な行事
３日（土）　
谷汲山華厳寺節分厄払い行事

⃝場　所　谷汲山仁王門前
㉄ 揖斐川町観光プラザ　☎55-2020



【発行】揖斐川町　　【編集】総務部政策広報課
〒５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地　ＴＥＬ０５８５-２２-２１１１　ＦＡＸ０５８５-２２-４４９６　ＵＲＬｈｔｔｐs://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｉｂｉｇａｗａ.lg.ｊｐ/

二十歳 おめでとうございます！
記念撮影を行いました

▲揖斐川中① ▲揖斐川中②

▲北和中①、坂内中▲揖斐川中③

▲谷汲中・転入者等▲北和中②

広報いびがわ2024年1月25日発行　No. 228
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